
 

 

 

 

 

 

① 「キャリア教育」で授業改善 

・ペアやグループ学習等の話し合い活動や討論型授業の実践 
・課題対応力を身に付けるための ICT 活用や教材の工夫 

② 「組織的な授業改善」の推進 

・（学期ごとに）互見授業期間を設定し、授業改善の推進 

・生徒アンケートの結果を全員で共有し、生徒の実態に即した改善策に取り組む 
 

③補充学習・家庭学習指導の充実 

・「家庭学習の手引き」の推進と学期ごとの評価 

・協働 4 点セットに基づく家庭・地域の取組の評価・改善 

 

 

①  指導方法や指導形態の工夫 

・きんきんタイム（金曜の放課後補充学習）や朝自習の時間を利用した個別指導。 
・話し合い活動（ペア・グループ学習）の取組の組織的推進。 
・新大分スタンダードと本校生徒の実態に合わせた「授業観察シート」を作成、互見授業に活用 
・問題解決学習等を活用した「ふるさと学習」の推進 

②  児童生徒の学習意欲を向上させるための工夫 

・教師から生徒、また生徒同士による肯定的な声掛けの活発化 
・自己肯定感に繋がる、校舎掲示物の作成 

③  家庭学習の取組 

・「家庭学習の約束」を作成し、家庭のコミュニケーションの 1 つに  

 

効果のある取組事例 

豊後大野市立 犬飼中学校 

学力向上プランの概要 

【別紙様式（参考）】 



犬飼中学校の取り組み 

 

学校教育目標  ふるさと「おおの」を愛し、たくましい体や豊かな心、確かな学力を

身につけた生徒の育成 

重点目標    主体的・対話的で深い学びを実現する 

        自尊感情を高め、協働する力を伸ばす 

学力向上     ①全学年、各種テストで低学力層１５％以下 

         ②「自分の思いや考えを表現できる」生徒の割合を９０％以上 

豊かな心     ① 「自分にはよいところがある」生徒の割合を９０％以上 

         ②「他者のよさや考えにふれ、自分を振り返ることができた」生徒

の割合を９０％以上 

 

 

具体的取り組み 

１．学力向上 

（１）習熟の度合いに応じた個別指導、補充学習の充実  

   ・朝自習 ８：００ ～ ８：２５ 

   ・きんきんタイム 毎週金曜日 １４：１０ ～ １４：４０ 

    

（２）言語活動の充実を図る授業の工夫改善  

   ・ペアやグループによる振り返りの場や発展的学習 

   ・話し合い活動により考えを深める 

 

（３）学習意欲を高める取り組み 
   ・課題やテスト、作品に肯定的なコメントを記入 

 

２．豊かな心育成  

 （１）自尊感情を高める声かけ 

・生徒の頑張りを紹介する掲示物 

 

 （２）主体性を伸ばす生徒会活動 

   ・朝のあいさつ運動と清掃活動 

   ・専門部活動 

 



（３）地域とともにある学校づくり 

   ・久住登山サポーター 

   ・読み聞かせボランティア 

   ・職場体験 

   ・ふるさとに花を届ける活動 

   ・おやじの会草刈り 

 

取り組みの評価・達成 

各種テストで低学力層１５％以下   →    達成 

自分の思いや考えを表現できる生徒９０％以上   →   ９４％ 

「自分にはよいところがある」生徒の割合９０％以上   →  ８８％ 

「他者のよさや考えにふれ、自分を振り返ることができた」生徒の割合９０％以上 → ９４％ 

 

 

今後の取り組み 

 学力向上 

・朝自習の全員指導の継続 

  ・きんきんタイムの計画的実施 

  ・話し合いを充実させる授業 

  ・振り返りを大切に学びの実感 

 

豊かな心育成 

・肯定的な声かけ、あいさつの継続 

 ・生徒の頑張りを掲示物で紹介 

 



今後の
具体的
な取組

【基礎学力向上に向けて全体での取り組み】
3年：朝自習（５教科）、2年：朝自習（5教科）、1年：朝自習（国・数・英）を中心にした学習
※1月からは…
3年生：小論、面接練習、個別補充学習（英・数）2年生：新研究サポートのスタート（朝自習）

(1) 生徒の学習意欲を高める
　ため、教師はどのような
　言葉かけができるかにつ
　いて日頃の実践を見直す。

（取組指標）
(1)全教職員が各教科、各担当と
　して生徒の課題や作品・テスト
　掲示物等に肯定的コメントを
　記入する

◇学期ごとに、研修部会の中で
　実態に対して検証・改善をは
　かる。

（取組内容）
(2)言語活動の充実を図るため、
　授業の中で仲間と交流し考えを
　深める場面を設定する。

（取組指標）
(2)各教科担任が、
　話し合い活動と発展的学習を
　単元に1回以上設定する。

◇学期ごとに、研修部会の中で
　実態に対して検証・改善をは
　かる。

【その他の学力向上の取組】
・8:05～8:25　朝学習（読書・サポート等）　　・きんきんタイム（金曜の放課後補充学習）
・短学活での１分間スピーチ　　　　　　　　　・定期テスト前の質問教室
・３学年放課後学習

【授業改善】 【家庭・地域との協働】
（授業改善のテーマ）
　多様な考え方や生き方を認め合う場の創造
（授業改善の重点）
「主体的・対話的で深い学びを実現する」授業の工夫改善
　　　(1)必要な情報を読み取り、根拠を明らかにする授業
　　　 (2)仲間と交流し、考えを深める授業

（達成指標）
学校と共通の達成指標とし、
学校と家庭・地域とが協力する
ことで、より高い達成効果をね
らう

（家庭・地域の取組内容）
（家庭）学習時間など家庭での
状況を保護者が把握し、より良
い家庭学習の在り方を探る。

（地域）積極的に学校と関り、
生徒の頑張りを認め、支える取
組に参加していただく。

（家庭）各家庭ごと「家庭学習
の約束」をつくり、それに基づ
いた声掛けをした家庭８０％以
上

（地域）地域の方が、学校が依
頼する行事や授業において毎回
参加し、生徒のキャリア発達を
促す。

（家庭・地域の取組指標）

学力に
関する
達成指

標

【達成指標】・全学年、各種テスト（定期・確認・休み明け・市統一）で低学力層１５％以下。
　　　　　　　・「自分の思いや考えを表現できる」に対して「そう思う」と答える生徒の割合６５％以上
【検証指標】
 （１）各種テスト（定期・確認・休み明け・市統一）で４割未満の生徒をチェックし１５％以下にする。
 （２）生徒アンケートで、「自分の思いや考えを表現できる」質問項目に「そう思う」と回答する生徒が６５％以上

【別紙様式例１】

学力状況について 学習状況について

児童
生徒
の

課題

１ 各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
・資料や文章の正確な読み取り、及び低学力層
　の基礎学力の定着
２ 授業改善の検証指標に照らし合わせて評価した状況
・根拠をもって自分の考えを伝える力について
　はまだ課題が残る。

１各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
・低学力層生徒へのより丁寧な個別支援
・日常的に感動体験（心を動かされる場面）が不足
・ペア・グループ活動の習慣化（伝え合う・聴き
　合う活動に徹底して慣れる事が必要）

指導
の

状況

１　組織的な授業改善の取組状況
　「課題」「まとめ・ふり返り」の「１時間完結型授業」について共通理解を図り取り組んでいる。
　特に「まとめ・振り返り」の場面で、ペアやグループ学習に取り組み、自分たちの言葉でまとめや
　振り返りを行う事で、自分の思いや考えを表現できる『思考力・判断力・表現力』を育成したい。

２　その他の学力向上に向けた指導の取組状況
　 定期的に会議・研修を開催し、授業改善について方策を探っていく。その中で、学年ごとに低学力
　層の生徒を抽出し、教科の取組だけでなく学年や全体で関わりながら指導にあたることを確認する。

豊後大野市立犬飼中学校　学力向上プラン１（８月）

（取組内容）



分析と対策 

  肯定的回答が高い項目（９０％以上） 

   ・友だちと協力して学習することが楽しい。 

   ・自分の思いや考えを表現できる。 

   ・他者のよさや考えにふれ、自分を振り返ることができた。 

   ・学校生活が楽しい。 

 

  肯定的回答が低い項目（９０％以下） 

   ・自分にはよいところがある。（８８％） 

    

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

自分の考え・意見を伝える

協力して学習する

学校生活が楽しい

自分にはよいところがある

自分を振り返る

生徒1学期振り返り

4 とても思う 3 だいたい思う 2 あまり思わない 1 全く思わない



保護者アンケート結果 
 

 
 
 
分析 

  肯定的回答が高い項目（８５％以上） 

   ・あいさつ 

   ・身だしなみ         

 

  肯定的回答が低い項目（８０％以下） 

   ・学習に対して意欲的 

   ・家庭学習の目標時間をクリア 

   ・規則正しい生活 

   ・言葉遣いやマナー、礼儀正しさ 

   ・家族の一員としての家の仕事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ

身だしなみ

礼儀正しい

規則正し…

学習に対…

家の仕事

平日の学…

とても まあまあ あまり まったく



保護者のとりくみ 
 

 
 
分析 

   ・家庭でのあいさつと通信をもとに子どもの頑張りを認める声かけはよくできている。 
   ・スマホ・ネットの使用時間や家庭学習の約束をつくる取り組みができていない。 

 
 
 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

家庭学習の約束

頑張りを認める

声かけ

スマホ・ネット

家庭での

あいさつ

はい いいえ



中学２年 大分県学力定着状況調査結果分析 
教科 結果（偏差値） 分析 対策 

国

語 

知

識 

 

 

・おおむね高い正答率

である。（正答率 7 割

以上が30人中18人） 

 

・正答率が5割台の生

徒が3人いるので、学

力の引き上げが必要

である。 

 

・小学校で学習した漢

字の書き取り 

 

・書けない漢字をひら

がなで書く癖がつい

ている（「拝む」の書き

取りについては、無回

答率が20％） 

 

・文学作品について

は、登場人物の心情を

読み取る問題に課題

がある。 

 

・漢字のテキストの

読みとりを家庭学

習、書き取りを授業

のはじめの時間を使

って行う。 

 小テストを実施

し、習得をはかる。 

 

・ペアやグループで

自分の考えを深める

活動を取り入れ、学

習内容の定着を図

る。 

 

・登場人物の描かれ

方や言動と心情とは

リンクすることを意

識させて、読みにつ

なげていく。 

活

用 

 

社

会 

知

識 

 

 

・正答率７０％以上の

生徒が多く、基本的な

学習内容の定着率は

高い。 

・地図中の位置につい

て、東経や西経かが読

み取れていない。（無

回答はいないが、誤

答：１４人/30人中） 

・さまざまな地図の特

徴が理解できていな

い。 （無回答者はい

ないが、誤答：１９人

/30人中）  

・世界の産業の特徴を

資料をもとに把握す

ることが苦手である。                                 

（無回答者はいない

が、誤答：１６人/30人

中） 

 

 

・授業において基礎・

基本ﾌﾟﾘﾝﾄを週２回、

実施する。（図表から

特徴を読み取る問題

も必ず１問は入れ

る。）  

・授業でペアやグル

ープでの教え合いの

場を設ける。 

・社会科の授業のあ

る前日に５行予習に

とり組ませる。 （授

業で扱う見開きペー

ジの学習内容の要点

をまとめさせる。）  

・基礎的な学習内容

が定着していない生

徒については、個別

にプリントを準備し

家庭学習で取り組ま

せる。  

活

用 
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数

学 

知

識 

 

・おおむね高い正答率

を示しているが、数名

の下位層が存在する。 

中盤の生徒の基礎学

力の引き上げが必要

である。 

 

・数学的な内容を記述

によって説明するこ

とが苦手である。内容

は「比例・反比例」 

 

・「資料の散らばりと

代表値」について、デ

ータを把握するため

の数値と、それを用い

て判断した根拠を説

明する選択を理解で

きなかった。 

・授業内で、数学の分

かったことを人に説

明したり（ペア学

習）、自分の考えを記

述により説明する場

面を増やす。 

 

・授業はじめに「暗算

プリント」を用いて、

基礎的・基本的な内

容の定着を図る。 

 

・基礎的、基本的な内

容を反復練習によっ

て、定着させる。 活

用 

 

理

科 

知

識 

 

上位層(９０～１０

０)が１０％と高い

が、逆に下位層(～３

０未満)も５％を超え

ている。 

問題内容では、「身の

まわりの物質」(偏差

値47.4)、「水溶液の性

質」(偏差値47.9）、「火

山」(偏差値)49.2、 

「植物の分類」(偏差

値 49.6)、「気体の性

質」(偏差値50.3)、「音

の性質」(偏差値50.7)

と低くなっている。 

 

領域的には、「粒子」

(偏差値 49.1)が落ち

込んでいる。また、「地

球」(偏差値 51.4)と

「生命」(偏差値51.5)

においても力をつけ

なければならない。 

各分野の所々で大切

な知識が定着しきれ

ていない。 

 

全体としては、学習

内容との関連性や進

度を考えながら、小

テストや既習内容の

ふり返りを行い、知

識・理解の徹底を図

る。 

日常生活や自然現象

と学習内容をつなげ

る工夫や機会を増や

していく。 

課題点検や定期考査

の準備やふり返りと

いった機会をとらえ

て、学習の仕方や内

容に対する意識を高

めていく。 

 

本学年は、個々の学

力や意識、興味・関心

に大きな差があるの

で、個別の対応が必

要である。 
活

用 
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英

語 

知

識 

 

 

・上位層と下位層が２

分化されている。中位

層が少ない。 

 

・所有代名詞が定着し

ていない。 

 

・疑問詞を使った疑問

文に的確な応答がで

きない。 

 

・対話の流れに沿っ

て、その次の内容を書

いたり、言ったりする

ことができない。 

 

 

 

 

 

 

・授業内での指導者、

生徒とも英語の使用

頻度を増やす。 

 

・基本単語の定着 

（授業始めの帯学

習、 書くことは練

習ノートで家庭学

習） 

 

・自分の意見・考えを

書かせるなど表現

（話す・書く）活動

を、適切に取り入れ

る。 

 

・学習意欲の維持（簡

単な問いに答えさ

せ、できたという達

成感） 

活

用 
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中学３年 全国学力学習状況調査結果分析 

 

平均

正答

率 

数値 分析 対策 

国語 

 

 

上位層が多くなってい

る。（半数が10問中9問

以上正解） 

 

全体を読んで考えるこ

とができていない。 

 

選択肢の吟味ができて

いない。 

 

文章全体をきちん

と読み、内容を整理

させる。 

 

 

つまづきのある問

題と、同様の問題の

演習を適宜行う。 

数学 

 

 

 

 

 

 

・１６問の問題数で、中

央値が１２問であるこ

とから、全体的にはよ

く取り組めている。 

・正解が１６問中３問

のみの生徒がいた。 

・２つの式が、それぞれ

Y＝〇〇の形になって

いる連立方程式、代入

法をうまく利用するこ

とができていなかっ

た。 

・同じコインを２枚投

げるときの全体事象が

４であることに気が付

いていなかった。 

・文字式を用いて、物事

を説明することが出来

ていなかった。文字式

の説明の演習不足が考

えられる。 

 

・文字式を用いた

説明に無回答が多

いことから、今後授

業内でも「文字を用

いた説明」を復習さ

せたい。その際に、

ただ「解くだけ」で

はなく「人に説明す

る」ことを意識させ

た解答や授業展開

を心がける。 

・連立方程式の計

算練習において、

様々なパターンで

問題演習に取り組

ませる。その際に、

自分の考えた解答

方法を他と交流す

るなど、コミュニケ

ーションに主眼を

おいた授業を行う。 

・定期考査前など、

テスト勉強の時間

に個別に苦手な内

容を一緒に復習す

る機会をつくる。 

・朝学習や放課後

学習の時間に、１対

１での学習で、基本

的な内容の習熟を

図る。 
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数学



 

英語 

 

 

上位・中位はバランス

よく分布しているが、

極端な下位がいる。 

 

基本的文法知識および

語彙の未定着 

 

まとまりのある英文の

概要をとらえることが

できていない。 

 

 

テーマに沿って自分の

考えを書くことができ

ていない。 

全体的に、書く力が不

足している。 

 

単語テストの継続、

ペアでの確認 

基礎・基本的内容の

反復練習 

 

 

 

まとまりのある英

文を読んで、キーワ

ードを考えさせる 

（教科書Readの活

用） 

 

自分の考えを根拠

（理由）も含めて書

く活動を、単元に最

低１回取り入れる 

 ・   
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